









行モデルとなっている。2008 年に 1 億 2,800 万人でピークアウトした日本の人口は、2050 年
に 1 億人を割ると予想される。しかも、その 1 億人の 38％が 65 歳以上人口で占められると想
定されるように、異次元の高齢化社会に一気に突き進んでいる。
　しかし、ただ高齢化比率が高くなることが問題なのではなく、重要なのは都市郊外型の高齢
化社会の問題である。2019 年、東京及び東京を取り巻く 3 県の首都圏人口は 3,673 万人、その










　多摩大学は、平成の訪れとともに設立され、開学 30 年を越えたところである。1980 年代末
は戦後日本の工業生産力モデルの帰結点であり、開学の 1989 年は、冷戦終焉のタイミングで
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　多摩大学は、国道 16 号線をシンボライズする多摩ニュータウンの近接点に、30 数年前に経
営情報学部を掲げて産声をあげた。その後、藤沢の湘南キャンパスにグローバルスタディーズ










































Peace and Happiness through Prosperity－であった。経済的繁栄（Prosperity）を実現すれば、
平和と幸福（Peace and Happiness）が実現できる、と信じていた。松下幸之助自身が、経営
の神様と言われるように、まさに戦後日本の産業人のシンボルマークのごとく尊敬された存在
であるが、その価値観に寄り添う戦後の日本人はどこか経済主義者の基盤がある。経済を安定
させ豊かにすれば平和が訪れ幸福になれると願望しながら生きた時代を走ったのである。
　その人達が高齢者となって都市郊外に張り付いている状況を迎えている。その人々の多くは、
葬式仏教や、グッドラック宗教などの、お守り宗教に近い宗教心を持っているものの、自己を
制御し、内面を練磨していく基軸になるような宗教心を持たない。そのまま、高齢者になって
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いる人達が、今後社会参画するにしても、あるいは病気になり地域社会が介護や看護しなけれ
ばならない状況を迎えていくにしても、この都市郊外地域で生きていく人達の心の問題に大き
く向き合っていかなければならない状況であることは間違いない。その時、教育機関である大
学は、地域が抱えている課題を受け止め、課題解決のエンジニアリングとして、そのような人
達の止まり木の役目など、一緒に参画してもらうプラットフォームを作っていく上で、大いに
役立っていかなければならない。つまり、大学が地域の教育機関として、地域が抱える一番大
きな課題である異次元高齢化問題に対して、これらの人達がより心豊かに社会に参画し貢献し
ていける形で役割を果たしていくという使命を感じている。
　また、今回新型コロナウイルス問題を通じて、都市郊外が新しい意味を問われ始めている。
都心回帰傾向であった高齢者及び現役世代の社会人が、都心オフィスに集中して働くパターン
から、テレワークやリモートワークで分散して働くというように、働き方が大きく変わろうと
している中で、地域社会が持たなければならないものが新たな局面に入ってきている。ただ単
に狭い家からリモートワークに参加していれば良いというわけではなく、例えば、地域の教育
機関として、働き方に対して役に立っていけるプロジェクトも大いにあるのではないかと、現
下の状況を見つめ考えている。コロナ渦の最中の現時点で簡単には言えることではないが、ポ
ストコロナの大学、つまり、都市郊外型の大学の在り方について、この問題は非常に重いと考
えている。
　大学は、18 歳人口を引き受ける教育機関から、高齢者を含む全世代対象の教育機関へ成長
していかなければならないと考えている。
